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【別紙１ 各会議体の開催実績】 

各会議体の開催実績 

① 建設局長堀抽水所雨水滞水池に爆発事故にかかる有識者会議 

［第 1 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 6 年 12 月 12 日(木)9:00～12:00 

開催場所  長堀抽水所雨水滞水池、大阪市西区役所 

出席者   有識者 6 名、大阪市 13 名（うち事務局 4 名） 

議題  原因究明について 

 

［第 2 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 7 年 1 月 29 日(水)14:00～16:00 

開催場所  大阪市下水道科学館 

出席者   有識者 6 名、大阪市 14 名（うち事務局 4 名） 

議題    原因究明および再発防止策について 

 

［第 3 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 7 年 2 月 20 日(木)9:30～11:30 

開催場所  大阪市下水道科学館 

出席者   有識者 6 名、大阪市 13 名（うち事務局 4 名） 

議題    再発防止策について 

 

［第 4 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 7 年 3 月 21 日(金)14:00～16:00 

開催場所  大阪市下水道科学館 1 階会議室 

出席者   有識者 6 名、大阪 13 名（うち事務局 4 名） 

議題    再発防止策について 

 

［第 5 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 7 年 4 月 18 日(金)10:00～12:00 

開催場所  大阪市下水道科学館 1 階会議室 

出席者   有識者 6 名、大阪市 13 名（うち事務局 4 名） 

議題    長堀抽水所雨水滞水池における爆発事故調査報告について 

 

［第 6 回 建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議］ 

開催日   令和 7 年 8 月 5 日(金)14:00～ 

開催場所  北部方面管理事務所 2 階大会議室 

出席者   有識者 6 名、大阪市 13 名（うち事務局 4 名） 

議題    1. 長堀抽水所雨水滞水池における爆発事故調査報告について 

2. 調査報告書、「再発防止対策」の評価について 
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② 長堀抽水所雨水滞水池爆発事故対策検討プロジェクトチーム 

令和 6 年 9 月 20 日 10：00～ 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴキックオフミー

ティング 

・当面の対応 

・週末（3 連休）の体制と作業内容（現場に配置、可燃性ガス測定ポイントなど） 

・連休中の緊急連絡体制など 

 

令和 6 年 9 月 20 日 16：30～ 第１回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・週末の体制（西部管理課に ATC から１名増員） 

 

令和 6 年 9 月 23 日 10：15～ 第２回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討会ＰＴ 

・当面の対応（当面の作業の確認、第 1 排水作業・第 2 排水作業の定義の見直し） 

 

令和 6 年 9 月 24 日 10：00～ 第３回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・週末作業の報告と当面の方針（既設 No.1 排水ポンプ稼働に向けて） 

 

令和 6 年 9 月 24 日 17:30～ 第４回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・既設 No.1 排水ポンプ送水先の可燃性ガス発生の可能性と作業実施の確認 

 

令和 6 年 9 月 25 日 11:00～ 第５回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・当面の対応（可燃性ガス発生リスクを回避するため、当面の作業の内容の見直し、

アルカリ剤を注入＋循環方式） 

 

令和 6 年 9 月 26 日 11:00～ 第６回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・検討ＰＴ実施体制の確認、各ＷＧスタート、 

・10/4 地元説明会、周知ビラ配布 

 

令和 6 年 10 月 4 日 11:00～ 第７回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・今後のスケジュール（目標設定、有識者会議） 

・運用ＷＧ 崩れた塀の補修対応など 

・原因究明ＷＧ 検討事項の確認、事故原因の分析について、実態調査に必要なデー

タの 共有、スケジュールの共有 

 

令和 6 年 10 月 17 日 11:00～ 第８回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・補償チームの対応状況 

・注意喚起（消防局 10.18） 事故発生後の経過 

・報道発表関係整理 

・ガス測定結果確認 

・施設休止中の合流式改善機能確保について 

・ＣＷＯの体制確認 

 

令和 6 年 11 月 5 日 11:00～ 第９回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・12.6 住民説明会（開催予定）について 

開催の目的・対象 

被害者への対応状況、滞水池の状況（安全宣言の見通しなど） 

可燃性ガスの主成分確認、原因究明・再発防止策などの取組状況・今後の見通し 

24 時間排水、各種マニュアル改定 

・各ワーキングより状況報告 
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令和 6 年 11 月 18 日 13:00～ 第 10 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・事故発生後の経過、現場の進捗状況、12.6 住民説明会の内容（案内ビラ等）確認 

・説明会資料（案） 

・第１回 外部有識者会議資料について 

・原因究明 

・第１回有識者会議 12 月 12 日 9:00～12：00 西区役所 5 回会議室（502） 

・今後のスケジュール 

11 月 21 日  ＰＴ会議 有識者会議資料確認 

12 月 6 日  地元説明会 

12 月 12 日  外部有識者会議 

12 月 12 日  常任員会 

・その他 ＣＷＯにより被害調査（土木・建築）を実施 

 

令和 6 年 11 月 21 日 16:00～ 第 11 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・第１回 外部有識者会議資料について 

原因究明資料の確認 

 

令和 6 年 11 月 29 日 16:00～ 第 12 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・12 月 6 日  住民説明会の資料確認 

・12 月 12 日  有識者会議の資料確認 

 

令和 6 年 12 月 10 日 16:00～ 第 13 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・12 月 6 日  住民説明会について議事要旨等の共有 

・12 月 12 日 有識者事前レクの意見と市の見解について確認、当日スケジュール等

の確認 

・ＣＷＯの滞水池被害調査結果の共有 

 

令和 6 年 12 月 11 日 16:00～ 第 14 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料最終確認 

 

令和 6 年 12 月 20 日 13：30～ 第 15 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・現地確認 

 

令和 6 年 12 月 25 日 16：00～ 第 16 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・1 月 29 日外部有識者会議資料作成にむけて 

当面の予定、第１回有識者会議の意見とその対応、再発防止策について 

第２回有識者会議資料、第１回有識者会議（議事録） 

 

令和 7 年 1 月 08 日 16：00～ 第 17 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・1 月 29 日外部有識者会議資料作成にむけて 

・事前説明日程について 

  

令和 7 年 1 月 15 日 10：00～ 第 18 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・1 月 29 日外部有識者会議資料作成にむけて 

・事前説明日程について 

 

令和 7 年 1 月 20 日 14：00～ 第 19 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・1 月 29 日外部有識者会議資料作成にむけて 

・事前説明日程について 

 



4 

令和 7 年 1 月 23 日 10：00～ 第 20 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・事前説明の中間報告、1 月 29 日外部有識者会議資料作成にむけて 

 

令和 7 年 1 月 27 日 11：00～ 第 21 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・労働基準監督署の回答について 

・有識者会議事前説明時の「意見と見解」の確認 

・１月 29 日外部有識者会議資料作成の確認 

 

令和 7 年 1 月 27 日 16：00～ 第 22 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議事前説明時の「意見と見解」の確認 

 

令和 7 年 1 月 28 日 13：30～ 第 23 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議当日の流れ及び資料確認 

 

令和 7 年 2 月 3 日 10：00～ 第 24 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・長堀爆発事故 原因究明 公表資料  

・当面のスケジュールについて 

 

令和 7 年 2 月 5 日 15：00～ 第 25 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・長堀爆発事故 再発防止策資料作成について 

 

令和 7 年 2 月 7 日 16：00～ 第 26 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・原因究明と再発防止策の方針について（公表）資料の確認 

・有識者会議資料について 

 

令和 7 年 2 月 9 日 14：00～ 第 27 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について 

 

令和 7 年 2 月 10 日 16：00～ 第 28 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について、報道発表資料について 

 

令和 7 年 2 月 12 日 14：00～ 第 29 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について、報道発表資料について 

 

令和 7 年 2 月 14 日 16：00～ 第 30 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について 

 

令和 7 年 2 月 18 日 13：30～ 第 31 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について 

 

令和 7 年 2 月 19 日 15：00～ 第 32 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料について 

 

令和 7 年 2 月 26 日 15：00～ 第 33 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・３回有識者会議を受けた公表資料について 

 

令和 7 年 3 月 10 日 11：00～ 第 34 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議資料、原因究明と対策まとめ、日程について 
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令和 7 年 3 月 12 日 16：00～ 第 35 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・第 4 回有識者会議資料、原因究明と対策まとめ、日程について 

 

令和 7 年 3 月 17 日 16：00～ 第 36 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・第 4 回有識者会議資料、地元説明会について 

 

令和 7 年 3 月 18 日 16：00～ 第 37 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・原因究明と対策まとめ 

 

令和 7 年 3 月 19 日 16：00～ 第 38 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者会議スケジュール及び会議資料の確認 

 

令和 7 年 3 月 26 日 16：00～ 第 39 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・住民説明会資料確認 

 

令和 7 年 3 月 31 日 16：00～ 第 40 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・3 月 30 日住民説明会について（議事録による共有） 

・第 5 回有識者会議に向けて 

令和 7 年度 長堀爆発事故ＰＴの体制、分担、有識者会議にあたって 

責任の言及（責任の有無）、（参考）報告書案 

 

令和 7 年 4 月 4 日 16：00～ 第 41 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・令和 7 年度 長堀爆発事故ＰＴの体制 

・長堀抽水所雨水滞水池爆発事故対策検討ＰＴ会議設置要綱 

・建設局長堀抽水所雨水滞水池爆発事故にかかる有識者会議開催要綱 

・有識者会議資料 

 

令和 7 年 4 月 8 日 16：00～ 第 42 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・第 5 回有識者会議資料に向けて 

・開催案内 

 

令和 7 年 4 月 16 日 16：00～ 第 43 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・第 5 回有識者会議資料に向けて 

・資料確認（議事次第、中間コメント、有識者会議資料） 

・内部統制に向けて 

 

令和 7 年 5 月 1 日 17：00～ 第 44 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・内部統制に向けて局内説明資料の確認 

 

令和 7 年 6 月 19 日 17：00～ 第 45 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・ＣＷＯ報告書について 

・今後のスケジュールについて 

・大阪市施設への再発防止について 

 

令和 7 年 7 月 17 日 15：00～ 第 46 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・8 月 5 日 有識者会議資料について 
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令和 7 年 7 月 28 日 11：00～ 第 47 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者事前説明について 

・調査報告書について 

 

令和 7 年 7 月 31 日 15：00～ 第 48 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・有識者事前説明について 

・調査報告書について 

 

令和 7 年 8 月 4 日 14：00～ 第 49 回 長堀抽水所雨水滞水池事故対策検討ＰＴ 

・8 月 5 日 有識者会議資料最終確認 

 

③ ワーキンググループ 

＜運用(改善)WG＞ 

令和 6 年 10 月 4 日、24 日、31 日 

令和 6 年 11 月 14 日、15 日 

令和 6 年 12 月 20 日、23 日、27 日 

令和 7 年 1 月 9 日、14 日 

令和 7 年 3 月 3 日、4 日、18 日 

＜合同ワーキング＞ 

令和 6 年 11 月 11 日 

令和 7 年 2 月 3 日、6 日 

令和 7 年 3 月 14 日 
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【別紙２ 空気取り入れ口（逆流防止装置）について】 

1

空気取り入れ口（逆流防止装置）について

空気取り入れ口（逆流防止装置）について

・長堀抽水所雨水滞水池内の空気は、脱臭ファンで吸引し、脱臭設備で臭気を除
去したのちに、大気に放出（大気開放）される。

・滞水池内の空気を大気に放出（大気開放）するのと併せて、滞水池内への給気
（送気）を目的に、空気取り入れ口（逆流防止装置）を西棟及び東棟内に設置し
ている。

空気取り入れ口
（逆流防止装置）

脱臭設備
（活性炭吸着）

雨水滞水池
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【別紙３ 傾斜板方式の堆積物対策】 

 

傾斜板の設置による堆積物量の評価

・雨水滞水池で処理する水量を約35,000m3～約80,000m3程度と仮定すると20,000m3の貯留分を含め、
滞水池に堆積する汚濁物量は約90m3～約260ｍ３

参考）傾斜板沈殿方式の堆積物対策

傾斜板に付着する堆積物の洗浄方法

ブロワ洗浄により傾斜板を洗浄し、付着する堆積物は底部に落としフラッシングとともに除去

✓ 滞水池が満水後に傾斜板による連続処理を行い、汚濁物を沈殿・除去する。
✓ 傾斜板の連続処理を行った水量を約15,000m3～約60,000m3と仮定すると、連続処理により、滞水池に

堆積する汚濁物量は90m3～260ｍ3※1となる。
［※1 仮定条件 流入SS濃度200mg/L、除去率約89.2％、濃度５％より算出］

✓ 汚濁物は滞水池の底面から約0.1m～約0.27ｍまで堆積することになる。
✓ 汚濁物は、滞水池底面の畝の高さ（約0.5m）より低い位置での堆積となるため、確実な排水の完了（ド

ライ化）を優先した送水運転を実行することで、フラッシングが可能と考えられる。

✓ 傾斜板の付着物対策は、ブロワ洗浄をドライ化とあわせて確実に実施する。
✓ 運転再開に伴い、堆積物除去の効果検証と併せて対策の効果を確認し、ブロワ洗浄の回数の増加や、

フラッシングとの効果的な組み合わせ等の対策の見直しを行う。

は汚濁物の堆積を示す

50cm
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【別紙４-1 雨水滞水池を模擬したメタン発生】 
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まとめ
• ①メタン生成細菌確認試験より、雨水滞水池内のメタン生成細菌の存在を確認し、メタンが発生

する環境があったと考えられた。

• ②メタン生成可能な温度条件の確認試験により、25℃、18℃では、メタンの生成が確認できな
かったことから、秋、冬、春に、大量のメタンが生成する可能性は低く、温度が高くなる時期である
春～夏季における管理が重要であると考えられる。また、投入基質の影響が大きいメタン発生期
間は、4日程度であることから、滞水地内の排水を早く行うことも有効な対策となると考えられる。

• ③雨水滞水池でのメタン生成状況の再現試験より、攪拌がない条件では、浮上汚泥の下に発生
ガスの滞留が確認されたことから、気相部の換気のみでは発生ガスの完全な排出は困難な可能
性がある。また、貯留汚泥にメタン生成細菌が存在るす場合、追加的な基質投入は、メタン生成
を継続させる要因となることから、降雨終了後送水完了まで再流入防止対策は、追加のメタン生
成を抑制に有効である。また、25℃の条件において長期汚泥滞留後でメタンガス発生したことや、
ガス発生に関与する細菌の多くが浮上している可能性あることからドライ化・清掃によるメタン生
成菌の排除はメタン発生抑制に有効な対策である。低温期（20℃程度）においてもメタンの前駆
物質を生成する菌の活性があることから、低温期でも前駆物質を排除できるドライ化は有効であ
る。

• ④低温時から気温が上昇した際のメタン発生試験より、蓄積された有機物等によるメタン生成の
可能性があるため、夏季（25℃以上）になる前（6月頃）に清掃、ドライ化することが有効であると
考えられる。

• 試験期間中メタン濃度が60％を超えることはできなかったことから、自由水面を設けることで、メタ
ン60％以上のような高濃度化は回避できる可能性が高い。また、気相部の換気についてもメタン
の高濃度化の抑制に有効な手段であると考えられる。

• 全期間を通じケース１では、基質投入せず、35℃で放置した状態でメタン発生が継続したことから、
滞水池内汚泥の長期間放置がメタン発生原因になるため、定期的な清掃が重要な対策となると
考えられる。
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【別紙４-2 滞水池内でのメタンガス発生に対する原因究明】 

 

 

 

長堀抽水所雨水滞水池内でのメタンガス発生に対する原因究明

【調査目的】

・雨水滞水池内汚濁物からメタンガスが発生した原因究明

【調査内容】

・雨水滞水池内汚濁物のBMP調査（Biochemical Methane Potential）

・下水中固形物のメタン活性化調査

【確認項目】

・雨水滞水池内汚濁物のメタン生成能力や種汚泥としてのメタン生成能力

・下水中固形物のメタン活性化方法

1
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長堀抽水所雨水滞水池内汚濁物のＢＭＰ調査［1/3] 

調査目的：事故後の雨水滞水池内汚濁物のメタン生成能力を確認

調査方法：雨水滞水池内汚濁物のBMP試験

確認項目：①汚濁物のメタン生成能力 ②種汚泥としてのメタン生成能力

2

【BMP試験方法】

バイアル瓶にメタン生成能力がある種汚泥、メタン化（分解）される基質汚泥を加えて密栓し、30℃で振とう培養する。計測したガス量をメ
タン生成能力として評価する。なお、下水中の固形物が沈殿濃縮した中浜下水処理場最初沈殿池濃縮汚泥を基質汚泥として使用した。

確認項目

S/I比
（基質汚泥

VDS/
種汚泥VDS）

汚泥

系列

基質汚泥種汚泥

①汚濁物中の
メタン生成能力

－なし

滞水池西棟南側
防波管内汚濁物

(9/24採取)
1

滞水池西棟
№１ポンプドレン汚濁物

(9/26採取)
2

②種汚泥として
のメタンを生成

させる能力
0.4

中浜下水処理場
最初沈殿池
濃縮汚泥

滞水池西棟南側
防波管汚濁物
(9/24採取)

3

滞水池西棟
№１ポンプドレン汚濁物

(9/26採取)
4

（試験条件）

種汚泥

基質汚泥

バイアル瓶（220mL）

液相：気相＝1.0：1.2

セプタム

アルミシール

恒温器内 30℃

振とう器

ガス

シリンジ

（装置）
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長堀抽水所雨水滞水池内汚濁物のＢＭＰ調査［2/3]

3

（試料の性状）

有機酸PO4-PNH4-Nアルカリ度pHVSSS

採取日検体名種別
mg/Lmg/Lmg/Lmg/L％mg/L

460121002706.05777,800
令和6年
9月24日

滞水池西棟南側
防波管内汚濁物

種汚泥

＜５3.7602806.36062,800
令和6年
9月26日

滞水池西棟
№１ポンプドレン

汚濁物

6,6009.020<14.89130,300
令和6年
9月19日

中浜下水処理場
最初沈殿池濃縮汚泥

基質
汚泥

ー1109403,4007.96616,500
令和6年
9月19日

中浜下水処理場
消化汚泥

参考
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長堀抽水所雨水滞水池内汚濁物ＢＭＰ調査［3/3]

4

【BMP試験結果】①汚濁物中のメタン生成能力について

滞水池内汚濁物のガス発生量が中浜下水処理
場消化汚泥よりも高いため、滞水池内汚濁物
は汚濁物中に基質が残存し、それをメタン化
する能力があると考えられる。

【BMP試験結果】②種汚泥としてのメタン生成能力について 基質汚泥をメタン化させる能力は、下水処理
場消化汚泥と同程度と考えられる。

※出典：消化ガス発生量の回分式試験方法の確立（第62回下水道研究発表会）

雨水滞水池内汚濁物は、下水処理場消化汚泥
と同程度のメタンガスを生成させる能力があ
り、また、残存する基質でメタンガスを生成
していた。

0.0

0.1

0.2

0.3

0 7 14 21 28

ガ
ス
発
生
量
/投

入
VD
S

（
m3
/k
g）

経過日数（日）

西棟南側防波管内汚濁物(9/24採取)
西棟№１ポンプドレン汚濁物(9/26採取)

【参考】中浜下水処理場消化汚泥(50℃のBMP試験)※

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

0 7 14 21 28

ガ
ス
発
生
量

/投
入

VD
S

（
m3
/k
g
）

経過日数（日）

西棟南側防波管内汚濁物(9/24採取)

西棟№１ポンプドレン汚濁物(9/26採取)

同基質を50℃でBMP試験した場合：0.64※
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下水中固形物のメタン活性化調査 [1/4]

調査目的：下水中固形物のメタン活性化方法

調査方法：下水処理場最初沈殿池汚泥を馴致させＢＭＰ試験

確認項目：①メタン活性化の馴致期間 ②馴致汚泥のメタン生成能力

5

【試験方法】

①バイアル瓶に中浜下水処理場最初沈殿池濃縮汚泥を投入し、30℃で振とう培養し馴致させる。採取したガスのメタン濃度およびガス量でメタ
ン活性化の馴致期間を評価する。

②バイアル瓶に種汚泥として①の馴致汚泥、基質汚泥を加えて密栓し、30℃で振とう培養する。計測したガス量でメタン生成能力を評価する。

種汚泥

基質

セプタム

アルミシール

恒温器内 30℃

振とう器

ガス

シリンジ
確認項目

S/I比
（基質汚泥

VDS/
種汚泥VDS）

汚泥

系列

基質汚泥種汚泥

①メタン活性化
の馴致期間

－なし

中浜下水処理場
最初沈殿池濃縮汚泥

（SSは4,300～
30,000mg/Lに設定）

①

②馴致汚泥のメ
タン生成能力

0.4±0.1
中浜下水処理場

最初沈殿池
濃縮汚泥

系列①の馴致汚泥②

（装置） （試験条件）

バイアル瓶（220mL）

液相と気相の比

①は1.0：0.6

②は1.0：3.3
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下水中固形物のメタン活性化調査 [2/4]

6

（試料の性状）

有機酸PO4-PNH4-Nアルカリ度pHVSSS

採取日検体名種別
試験
系列

mg/Lmg/Lmg/Lmg/L％mg/L

6,6009.020<14.89130,300
令和6年
9月19日

中浜下水処理場
最初沈殿池濃縮汚泥

種汚泥①

試験系列①の反応後（馴致後）汚泥（試験系列②で種汚泥として使用）

8402.613345.0831,560
令和6年

10月24日
SS4,300mg/L系列

馴致後汚泥

種汚泥
①
②

1,40026130745.1853,820
令和6年

10月24日
SS8,700mg/L系列

馴致後汚泥

3,0002773<14.5857,830
令和6年

10月24日
SS17,000mg/L系列

馴致後汚泥

5,70055270<14.58821,300
令和6年

10月24日
SS30,000mg/L系列

馴致後汚泥

― 7.117―5.59134,700
令和6年

10月30日
中浜下水処理場

最初沈殿池濃縮汚泥
基質汚泥②
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下水中固形物のメタン活性化調査 [3/4]

7

【系列① 振とう培養結果】メタン活性の馴致期間

0

20

40

60

80

0 7 14 21 28 35 42

メ
タ
ン
（%
）

経過日数（日）

SS濃度 4,300mg/L SS濃度 8,700mg/L

SS濃度 17,000mg/L SS濃度 30,000mg/L

SS4,300から17,000㎎/Lでは、馴致20日前後
でメタンガス濃度が60％近くになった。（下
水処理場消化ガスと同程度）
よって、一定のメタン活性化の馴致期間は20
日程度と考えられる。

0.00

0.20

0.40

0 7 14 21 28 35 42

ガ
ス
発
生
量

/投
入

V
D

S

（m
3
/k

g
）

経過日数（日）

SS濃度 4,300mg/L

SS濃度 8,700mg/L

SS濃度 17,000mg/L

SS濃度 30,000mg/L

全系列において、前述した（P４）下水処理場
消化汚泥を用いたガス発生量0.64m3/kgより
も低値だった。
よって、馴致汚泥中のメタン細菌数は消化汚
泥よりも少ないことが考えらえる。

最初沈殿池汚泥を20日間30℃で馴致すれば、一
定のメタン活性が備わるが、下水処理場消化汚泥
と同程度のメタン生成能力（速度）は得られない。
なお、酸敗によりメタン細菌の増殖が抑制されて
いると思われれる。（P６ 反応後の汚泥性状）
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下水中固形物のメタン活性化調査 [4/4]

8

【系列２ BMP試験結果】馴致汚泥のメタン生成能力

一定のメタン活性をもっている種汚泥は、ガ
ス生成量が0.3m3/㎏以下で、西棟№1ポンプ
ドレン汚濁物0.66 m3/㎏よりも低い。

pHを8.0に調整した汚泥では、未調整よりも
高いガス生成量となっている。

滞水池内汚濁物のようなメタンガスを生成さ
せる能力を得るには、随時pHの調整などを
実施する必要がある。

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

0 7 14 21 28

ガ
ス
発
生
量

/投
入
基
質

V
D

S（
m

3
/k

g）

経過日数（日）

SS:4300mg/L
SS:8700mg/L
SS:17000mg/L
SS:30000mg/L
SS:30000mg/L pH8.0

【参考】西棟№１ポンプドレン汚濁物(9/26採取)
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長堀抽水所雨水滞水池内でのメタンガス発生に対する原因究明

9

【まとめ】

➢事故後の雨水滞水池内汚濁物は、下水処理場消化汚泥と同程度のメタンガスを
生成させる能力があり、また、残存する基質でメタンガスを生成していた。

➢pHなど条件を整えると、下水中の固形物を含む汚泥は雨水滞水池汚濁物のよ
うなメタン生成能力が得られる。

➢よって、雨水滞水池でのメタンガスが大量発生した原因は、下水中の固形物が
滞水池内で長期（約20日以上）に渡って堆積し、そして新たに滞水池へ流入
する水により、メタン細菌が増殖しやすい適度なpHに調整され且つ有機物が
補充されたことで、下水処理場消化汚泥と同程度のメタン生成能力がある汚濁
物になったためと考えられる。
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【参考】各分析結果

10

【滞水池内汚濁物のBMP試験】P２試験条件の系列１と２

メタン濃度(%)(メタン+二酸化炭素濃度を100%と設定)検体名

74滞水池西棟南側防波管内汚濁物(9/24採取)

74西棟№１ポンプドレン汚濁物(9/26採取)

ガス中のメタン濃度

BMP試験後の汚泥性状

有機酸PO4-PNH4-Nアルカリ度pHVSSS

mg/Lmg/Lmg/Lmg/L％mg/L

115.4823907.1586,760
滞水池西棟南側防波管内
汚濁物（9/24採取）

<53.7753807.0609,610
西棟№１ポンプドレン
汚濁物(9/26採取)
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【参考】各分析結果

11

【滞水池汚泥のBMP試験】P２試験条件の系列３と４

メタン濃度(%)(メタン+二酸化炭素濃度を100%と設定)検体名

69滞水池西棟南側防波管内汚濁物(9/24採取)

69西棟№１ポンプドレン汚濁物(9/26採取)

ガス中のメタン濃度

BMP試験後の汚泥性状

有機酸PO4-PNH4-Nアルカリ度pHVSSS

mg/Lmg/Lmg/Lmg/L％mg/L

118.01004606.8607,580
滞水池西棟南側防波管内
汚濁物（9/24採取）

<54.91205937.06312,000
西棟№１ポンプドレン
汚濁物(9/26採取)
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【参考】各分析結果

12

【馴致汚泥を用いたBMP試験】P５試験条件の系列２

汚泥性状およびガス中メタン濃度

メタン濃度
(メタン+二酸化炭素濃度を

100%と設定)

有機酸アルカリ度

pHpH調整

投入汚泥

系

%mg/Lmg/L基質汚泥種汚泥

ガス発生が微量のため棄却1,100784.9―

中浜下水
処理場

最初沈殿池
濃縮汚泥

SS4,300mg/L
系列の

馴致汚泥
１

381,6002405.2―
SS8,700mg/L

系列の
馴致汚泥

２

ガス発生が微量のため棄却4,200<14.5―
SS17,000mg/L

系列の
馴致汚泥

３

ガス発生が微量のため棄却7,200<14.5―
SS30,000mg/L

系列の
馴致汚泥

４

477,1002,5006.08.0５
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【別紙５ 事故発生前 90 日間における汚濁物堆積量の推定】 
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【別紙６ 大阪市内箱型滞水池施設における流入水質の比較】 
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【別紙７ 機器搬入開口ボルト締め付け力の確認について】 

 



38 

 



39 

 



40 

【別紙８ 埋め込み配管図】 
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